
 

1 
 

 

 

 

 

 

第４期中期経営計画 

 

 

 2025-2029年度 

 

 

 

 

 

 

学校法人 長崎総合科学大学 

  



 

2 
 

 

目 次 

I. 学校法人長崎総合科学大学 第４期中期経営計画（2025-2029年度）の策定にあたって ...... 3 

II. 本学園の「建学の精神」と「大学の理念」 .............................................................................. 4 

III. 第４期中期経営計画（2025-2029年度）重点事項 .................................................................... 5 

IV. 第４期中期経営計画（2025-2029年度）の中期財務計画 ......................................................... 8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

3 
 

 

I. 学校法人長崎総合科学大学 第４期中期経営計画（2025-2029年度）の策定にあたって 

 

 

長崎総合科学大学は、長崎の造船業が盛んな時代に主要産業であった造船業の人材育成を担う

ために長崎の地に設立されました。近年の急速な技術の進歩や産業の展による本学の教育も世界

及び日本の現状を踏まえた大学２学部８コース、大学院１学科に編成され、船舶工学、機械工学に

加えて、電気電子工学・建築工学・医療工学、さらに知能情報、マネジメント工学、生物環境分野

などの学士、修士、博士の幅広い人材を輩出してきました。 

また、附属高等学校においては、普通科に「エンジニア」、「スポーツマネジメント」、「地域ビジ

ネス」、「文理ハイブリッド」の４コースを設置し、高大７年一貫教育を推進してきました。 

 

しかしながら、急速な１８歳人口の激減に伴う入学者の減少による本学園の経営環境は、一段と

厳しさを増しており、このため、これらの課題に対応できる「10年ビジョン 2024」を策定し、本

学の強みである新時代に必要な研究力を活用した人材育成となる計画を策定しました。 

これは、グリーン・デジタル研究教育拠点を目指して、最先端の研究を進める教授陣によって、期

世代の新しい社会の風景「ひとつ先の風景へ」を夢見て、想像･実現する人材が育つ大学を目指す

ことで、現在、着々と計画を進めているところであります。 

 

 今回の第４期中期経営計画は、「10 年ビジョン 2024」の計画を遂行するための 2025 年度から

2029 年度までの５年間の中期経営目標の重点事項を示すもので、本学校法人の経営基盤の変革と

財政基盤並びに教育研究基盤の強化を図る目的として、本学の強みである新時代に対応できるグ

リーン・デジタル人材育成を主軸として、現代の少子化と変貌の時代に革新的な旋風と潮流を巻き

起こすものとして、これらの重点事項のアクションプラン及び KPI（評価指標）による具体的かつ

実施可能な計画として実施するものです。 

 

 

２０２５年（令和６年）３月 

                          学校法人長崎総合科学大学 

                           理事長 田 頭 愼 一  
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II. 本学園の「建学の精神」と「大学の理念」 

 

建学の精神  

• 自律自彊（じりつじきょう） 

• 実学実践（じつがくじっせん） 

• 創意創新（そういそうしん） 

• 宇内和親（うだいわしん） 

大学の理念  

人類愛の存するところ 技術への愛もまた存する 

 

 

本学園は「建学の精神」として、 

自律自彊（Self-sufficiency and Effort）〔自己の確立〕 

実学実践（Pursuit of Practical Science）〔ものつくりとしての実行力〕 

 創意創新（Originality and Creativity）〔ものまねでない新技術の開発力〕 

 宇内和親（World Peace）           〔世界的視野の保持〕 

を定め、 

また、「大学の理念」として、 

 「人類愛の存するところ 技術への愛もまた存する 

（Where there is human love, there is love for technology）」 

を掲げています。 

 本学園が行うすべての教育研究活動は、基本的にこれらの精神並びに理念を根幹に据えた

ものであり、この中期経営計画も、根本において、「建学の精神」並びに「大学の理念」の実

現を図るための具体的行動指針であり、実践プログラムとして策定するものであります。 
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III. 第４期中期経営計画（2025-2029年度）重点事項 

 

中期経営目標（重点事項） 重点事項のアクションプラン 

財政基盤 

 

健全で安定した財務基盤を構築維

持すると共に、教育研究の柔軟か

つ迅速な展開を可能とする財務体

制の構築 

① 財政の健全化 

経常収支差額比率のプラス目標 3.6%→5.9% 

（経常収支差額／経常収入） 

大学経常収支差額プラス目標 8%→10.0% 

附属高校経常収支差額プラス目標 3%→7.0% 

② 財政基盤の強化 

運用資産超過額の目標 35%→45% 

（運用資産－外部負債）/経常支出 

③ 私学補助金等の獲得強化 2025 年度 1.5倍 

定量的な経営判断指針の目標 B0→A2 

④ 助成金・他補助金等の獲得強化 1.1→1.5倍 

私立大学改革総合支援事業等の私学補助金、助

成金、基金等の獲得強化 

⑤ 寄附金の獲得強化 1.1→1.5倍 

同窓会、後援会、サポート企業から寄附を受入

できる体制の整備及び新学部･新コース開設等に

対して目的設定の寄付の拡充 

キャンパ

ス整備 

サスティナブル・スマート・キャ

ンパス構想の推進及びグリーンヒ

ルキャンパス等の整備 

① 施設の耐震化改善 46%→100% 

②  サスティナブル・スマート・キャンパス構想に

必要な教育研究装置・設備の充実 

③  グリーンヒルキャンパスの整備 

④  施設・設備の利便性向上 

教育・研

究 

 

(1)グリーン･デジタル人材育成プ

ログラムの構築 

(2)人的・知的資源を最大限に活用

した外部資金獲得の促進 

①グリーン・デジタル産業分野

教育協議会の参加企業・自治

体等の連携強化 

②競争的外部資金の獲得強化 

① 大学：学部収容定員充足率の拡充 90%→94% 

② 大学：学部入学定員の拡充 175名→485名 

③ 先端工学部(仮称)の設置  

・2027 年度設置：入学定員 170名 

④ 先端情報学部(仮称)の設置 

・2029 年度設置：入学定員 260名 

⑤ 大学：大学院入学定員拡充 

・修士 30名・博士 10名増 

⑥ グリーン・デジタル産業分野教育協議会等の拡充 

協議会参画企業・自治体等の参画目標数 30 社→

200社 

⑦ 共同研究、共同研究講座、受託研究の獲得強化 

35件→60件 

⑧ 競争的外部資金の獲得強化 

・科学研究費補助金等の受入目標 30件→50件 

・競争的研究費の採択目標数 30件→60件 
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中期経営目標（重点事項） 重点事項のアクションプラン 

⑨ SiC・国際共著論文数の増加推進 125%増 

⑩ 研究支援体制の強化 

  ユニバーシティ・リサーチ・アドミニストレータ

ー(URA)、知財関連資格者等の配置 3名→5名 

(3)附属高校教育方法の改編 ① 教育カリキュラム見直し改編 

② 大学進学率の向上 60%→70% 

学生・ 

生徒募集 

多様な入学者の確保のための学

生・生徒募集戦略の拡充 

① 学生・生徒募集の再構築 

・大学：志願者の目標数(実人数)250人→600 人 

・高校：志願者の目標数(実人数)290人→330人 

② 留学生の募集選抜の強化 

・留学生の入学者の目標数 年間 100人 

・ダブルディグリー等の受入協定目標数 5校 

③ 中高大院接続・連携の強化 

・中高大院接続・連携プログラム参加目標数 年

400人 

附属高校から入学者率 20%→60% 

④ 安定的な学生・生徒獲得の強化 

・学部：年内入試入学者率  45%→50% 

・大学院：修士課程入学者率 110%→130% 

・大学院：博士課程入学者率 100%→115% 

・附属高校：入学定員充足率 110%→112% 

広報活動 学生獲得や本学のブランド価値の

向上とさらなる認知度の拡大 

① 大学・高校のホームページ改善及び SNS発信の拡

充 ・計画の進捗度 100% 

② 公表情報の正確かつ迅速な掲載 

・計画の進捗度 100% 

③ 公式ホームページの閲覧数拡充及び安定的な運

用 ・ホームページアクセス数目標 対前年度比

1.5倍 

学生・生

徒支援 

学生・生徒の生活や学業支援の充

実 

① 修学支援及び学生・生徒生活の充実 

・学生生活調査の満足度 目標 80% 

② 合理的配慮学生・生徒の安心・安全な学生生活の

確保及び修学的な支援体制 

・支援学生・生徒の支援満足度 目標 80% 

就職・ 

キャリア

サポート 

グリーン･デジタル人材育成に伴

う企業・自治体等の参加企業によ

る就職先の拡大、キャリア支援と

① 就職率の向上 99%→100% 

② 採用企業へのキャリア支援の向上 

・採用企業の満足度目標 90% 
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中期経営目標（重点事項） 重点事項のアクションプラン 

就職活動支援の強化 

地域・ 

社会貢献 

地域・社会貢献活動の促進 大学・高校における地域・社会貢献活動の促進 

① イベント等開催及び参加件数/参加延人員 年 20

件以上、3,000人以上 

② 九州西部地域大学・短期大学産学官プラットフォ

ーム(QSP)等との連携促進

・QSP課題の数値目標による本学分担項目の達成

数 10件以上 

※数値目標：九州西部地域大学・短期大学連合産学

官連携プラットフォーム第 2 期中期計画(2023 年度

～2028 年) 

DX推進 教育研究・事務・経営情報の ICT化

による DX推進 

① 教育・事務 DXの推進

事務 DXシステムの導入目標数 8件

② 研究・教育・事務の高機能化によるネットワー

クの高速化通 信速度 1Gbps→40Gbps

③ 生徒・学生・教職員のＩＣＴリテラシーの向上受

講者の満足度 70%目標

人事 中期計画実現に連動した人事計画

の適正化、職場環境の整備、経営

戦略と連動した人事機能強化並び

に文部科学省が進める知の創出を

はじめ科学技術イノベーション活

動の中核を担う若手研究者等の育

成を推進する 

① 中期計画実現に連動した人事計画の適正化

② 大学教員人事制度適正化

・若手研究者 12.2%→18.3%

・女性研究者 14.2%→20.0%

・外国人研究者 4.0%→8.0%

③ 年俸制等の導入による給与制度の改善

④ 働き方改革の推進

教育・研究・事務業務と出産・育児等との両立のた

めの柔軟な勤務体制の構築

・育児休業の取得率 80%→100%

組織運営 学校法人におけるガバナンス体制

の整備 

① 法人、大学、附属高等学校の一体化した経営体制

の構築実質人件費率の目標 54%→40%

② 学長、校長のガバナンスが実施組織体制の整備

③ 法人事務局、大学事務局、附属高等学校事務室の

一体化した事務運営の構築

学校法人全体の内部統制の整備並

びにコンプライアンス教育の強化 

学生・生徒・教職員へのコンプライアンス教育等の実

施 

実施件数/参加者延べ人数 年 6回/1,700人 
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IV. 第４期中期経営計画（2025-2029年度）の中期財務計画  

 

1. 資金収支（単位：千円） 

 部 門 2025(R7)年度 2026(R8)年度 2027(R9)年度 2028(R10)年度 2029(R11)年度 

学校法人全体 111,474 136,896 745,130 1,186,695 294,995 

 法人本部 △168,094 △148, 526,881 858,646 △141,354 

 大  学 174,819 88,689 159,089 267,889 376,689 

 附属高校 104,749 56,820 59,160 60,160 59,660 

 

 

2. 経常収支（単位：千円） 

 部 門 2025(R7)年度 2026(R8)年度 2027(R9)年度 2028(R10)年度 2029(R11)年度 

学校法人全体 87,833 122,024 205,995 285,560 395,360 

 法人本部 △32,738 △13,042 △1,811 △30,046 △30,546 

 大  学 65,371 75,420 145,820 254,620 363,420 

 附属高校 55,200 59,646 61,986 60,986 62,486 

 

 

3. 教育活動収支収支（単位：千円） 

 部 門 2025(R7)年度 2026(R8)年度 2027(R9)年度 2028(R10)年度 2029(R11)年度 

学校法人全体 85,016 113,773 197,744 277,309 387,109 

 法人本部 △34,123 △14,427 △3,196 △31,431 △31,931 

 大  学 64,595 69,210 139,610 248,410 357,210 

 附属高校 54,544 58,990 61,330 60,330 61,830 

 

 



九州西部地域大学・短期大学連合産学官連携プラットフォーム 

（第２期中期計画 2023（令和 5）年度～2028（令和 10）年度） 
 

 

＜参考＞ 

九州西部地域大学・短期大学連合産学官連携プラットフォームにおける数値目標の設定 

（第２期中期計画 2023（令和 5）年度～2028（令和 10）年度） 

 

課題分野名 プラットフォーム共通の数値目標 

教育改革プロジェクト ① QSP 科目群としての授業の提供、または共同開発（期間中に 5 科

目以上） 

② 共同ＳＤ・ＦＤの実施（期間中に 15回以上） 

③ 共同研究の実施（期間中に 10件以上） 

④ 共同ＩＲによる共通調査等の実施（期間中に 5件以上） 

⑤ 高大接続事業（共同訪問、共同説明会等）の実施（期間中に 5件

以上） 

⑥ 地元就職支援に係る地元企業との連携事業（期間中に 5件以上） 

⑦ リカレント教育の講座等の実施（期間中に 10件以上） 

ＳＤＧｓ推進プロジェクト ⑧ 共同公開講座の実施（年 5件以上） 

⑨ 健康増進事業の実施（期間中に 10件以上） 

⑩ 自治体、地場産業、地場企業からの課題解決にかかる受託事業等

（期間中に 5件以上） 

⑪ 自治体、地場産業、地場企業とのＷＧの組成（期間中に 5件以上） 

⑫ 施設・設備の共同利用による取組の実施（期間中 10件以上） 

⑬ 初中等教育関連教材の開発（期間中に 4本以上） 

⑭ 初中等教育関連支援活動の実施（期間中に 10件以上） 

国際交流プロジェクト ⑮ 留学生支援事業の実施（期間中に 5件以上） 

⑯ 留学生交流事業の実施（期間中に 5件以上） 

 
 



【長崎総合科学大学の数値目標の設定】 

 

 

九州西部地域大学・短期大学連合産学官連携プラットフォームにおける本学の数値目標の設定 

（第２期中期計画 2023（令和 5）年度～2028（令和 10）年度） 

 

プラットフォーム共通の数値目標 本学 

令和６・７年 

① QSP 科目群としての授業の提供、または共同開発（期間中に 5科目以上）  

② 共同ＳＤ・ＦＤの実施（期間中に 15 回以上） ４回 

③ 共同研究の実施（期間中に 10件以上）  

④ 共同ＩＲによる共通調査等の実施（期間中に 5件以上） ２件 

⑤ 高大接続事業（共同訪問、共同説明会等）の実施（期間中に 5件以上） ２件 

⑥ 地元就職支援に係る地元企業との連携事業（期間中に 5件以上） ２件 

⑦ リカレント教育の講座等の実施（期間中に 10件以上） ４件 

⑧ 共同公開講座の実施（年 5件以上） ２件 

⑨ 健康増進事業の実施（期間中に 10件以上）  

⑩ 自治体、地場産業、地場企業からの課題解決にかかる受託事業等（期間中に

5件以上） 

２件 

⑪ 自治体、地場産業、地場企業とのＷＧの組成（期間中に 5件以上） ２件 

⑫ 施設・設備の共同利用による取組の実施（期間中 10件以上）  

⑬ 初中等教育関連教材の開発（期間中に 4本以上）  

⑭ 初中等教育関連支援活動の実施（期間中に 10件以上）  

⑮ 留学生支援事業の実施（期間中に 5件以上） ２件 

⑯ 留学生交流事業の実施（期間中に 5件以上） ２件 
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